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　我々は、いかなる活動を行う際にも “ 時間 ” という概念をなくして行動を選択
することは少ないだろう。交通を例として考えた場合でも、徒歩に掛かる時間、




























施した。アンケート調査の対象は、東京女子大学現代教養学部の 1 学年から 4
学年の計 4 学年とした。計 3 回の調査において、配布枚数 349 枚に対する有効




礼として、1 人につき 1 つずつのお菓子を配布する旨を伝え、回収時にアンケー
ト用紙と引き換えに配布した。これは、アンケート調査への回答に対するインセ
ンティブを与えることを目的とした。
　アンケート調査票は、A,B,C の 3 種類を紙媒体にて用意し、実施時にランダム
に配布した。アンケート調査票における設問は全 26 問あり、大別すると、RP デー













Choice 交通選択 ( 徒歩もしくはバス )
C.WALK 徒歩を選択した場合のコスト ( 単位：円 )
C.BUS バスを選択した場合のコスト ( 単位：円 )
TW.WALK 徒歩を選択した場合の待ち時間 ( 単位：分 )
TW.BUS バスを選択した場合の待ち時間 ( 単位：分 )
TR.WALK 徒歩を選択した場合に掛かる時間 ( 単位：分）
TR.BUS バスを選択した場合の乗車時間 ( 単位：分 )
GRADE 学年
DEPARTMENT 専攻
WORKHOUR アルバイト時間 ( 時間 / 日 )
INCOME アルバイト収入 ( 円 / 日 )





C.WALK と C.BUS に分けて集計した。バスのコストに関しては、適宜、バスの料













RP データを用いて推定を行う。サンプル数は 103 であり、回収した有効回答の
うち、RP データを用いる推定に必要な情報が明らかに欠けているものはサンプ
ルから除外することとする。また、アンケート調査において、「通学の際、徒歩





金 220 円に POCKET ダミー ( 親が通学に関する交通費を負担している場合には 0、
自分自身で負担している場合は 1 とした ) を掛けて、バスのコストを 220 円もし
くは 0 円と設定した。
　 デ ー タ と し て、R プ ロ グ ラ ム に ID、Choice、GRADE、DEPARTMENT、
WORKHOUR、INCOME、FREQ、POCKET、C.WALK、C.BUS、TW.WALK、TW.BUS、
TR.WALK、TR.BUS を読み込み、推定の際の説明変数としては GRADE( 学年 ) のみ
を使用した。推定結果は、表 2 の通りである。
　　　　　　　　　　　表 2　RP データを用いた推定結果
Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|)
WALK(intercept) 3.3330466 0.8108730 4.1104 3.949e-05***
C -0.0089582 0.0046472 -1.9277 0.1539.
TR -0.4629083 0.1157425 -3.9995 6.348e-05***





間価値は、51.7 円 / 人・分と推定された。この交通の時間価値は、時間のパラメー




TR も負の符号と合致しており、t 検定 (t-value) の数値を見ても、P 値 (Pr(>|t|)) の
数値を見ても、この推定結果はある程度の説明力を持っていると言えるだろう。
モデル全体の説明力を示す McFadden	R^2 の値も通常 0.15 以上であれば良いとさ
れているが、この推定結果では、0.2273 という値が出ていることからもこの推
定結果の説明力を裏付けていると言える。また、説明変数として GRADE( 学年 )
を入れたところ、学年が上がるほどバスに乗っている結果となった。交通選択の
結果としては、バスまたは徒歩を選択する確率はそれぞれ約 23% と約 77% とい
う結果となり、バスよりも徒歩を選択した学生が多いことが分かった。
　51.7 円 / 人・分という値は学生の交通の時間価値にしては高めに推定されたの










　RP データが通学に関するものであったことから、同様に通学に関する SP デー





とし、推定時に使う説明変数としては GRADE( 学年 ) のみを使用した。加えて RP
ダミー (RP) として、RP 調査において、徒歩 (WALK) を選択した回答者を 1、バス




Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|)
WALK(intercept) 0.1111484 0.2408896 0.4614 0.6445
C -0.0114127 0.0011542 -9.9882 <2.2e-16***
TR -1305205 0.262885 -4.9649 6.872e-07***




　以上の結果から東京女子大学の学生の交通の時間価値は 11.4 円 / 人・分と推
定できる。C と TR の符号条件も負の符号条件となっており、符号条件はクリア





　以上 2 つの推定結果をまとめると、次のようになる。RP データを用いて推定
した東京女子大学の学生の交通の時間価値は、51.7 円 / 人・分と学生としては高




値は 11.4 円 / 人・分と推定された。後者の結果の方が、以上の流れをふまえた上で、
RP データのみで求めた値よりも妥当であると言えるのではないだろうか。















みると、国土交通省により発表されている交通の時間価値 280.86 円 / 分・人に





　本論文では、RP データと SP データを組み合わせて、幾通りもの推定を行い、
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